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　 The 　 bactericidal　 activities 　 of 　4　dis正nfectants （chlorhexidine 　gluconate ，　 benzethonium 　 chloride ，
benzalkonium 　chloride 　and 　povidone　iodine） and 　2　antibiotics （polymyxln 　B　and 　amphotericin 　B ）
we じe　 evaluated 　for　 organisms 　isolated　 clinically 　from 　 urine （S．　 at‘reus ，　E ，　faecalis，　E ．　 coli ，　 K ，
i）neumoniae ，　 S．　 ntarcescens ，　P ．　 mirabilis ，　P ，　 aeru8inosa 　 and 　C．　albicans ），　 using 　E ．　 Coli　NIHJ 　JC−
2as．　 a　 standard 　 strain ．　Povidone −iodine　 was 　 remarkably 　 effective 　 for　 all　 strains ，　 but　 chlorhexi ・

dine　gluconate　 was 　 slightly 　effective ．

　The 　bacteriddal　 activities 　 of 　 potassiunl 　 permanganate ，　 benzalkonium　 chloride ，　 ehlorhexidine

g1uconate ，
　 alkyldiaminoethylglycine 　hydrochloride ，　 acrinol ，　povidone 　iodine　and 　poIymyxin 　B 　aga ・

inst　E ．　coli 　NIHJ 　JC−2　were 　 also 　investigated　in　 tlle　presence　 of 　human 　blood　 albumin ．　 Povldone ・

iedinピ，　potassium　permanganate ，　benzalkonium 　chloride ，　 alkylCliaminoethylg 】ycine 　hydrochlorlde，
acrinol 　 and 　polynlyx量n 　 B 　had　 a　 tendency 　for　 decreasing　 in　 the 　 bactericidal　 activity ．　 On　 the
〔〕ther 　hand ，　tlle　bactericidal　activities 　Qf 　benzethonium 　chloride 　and 　 chlorhexidine 　gluconate
were 　not 　 changed ．　 Relating　tQ　histopathological　 changes 　 of 　 the　 rat 　 urinary 　bladder，　 intersti−

tial　edema 　was 　observed 　 when 　the　rat 　 was 　 treated　with 　 chlorhexidine 　 gluconate，
　 povidone

−

iodine　 or 　 alky 亙diaminoethylglycin 　hydrechleride ，　 but　there　 was 　little　 change 　in　the 　case 　of 　treat −

rnent 　 with 　 benzalkonium　 chloride ．

　Keywor “s− ・disinfectant； surface 　 active 　 agents ； bacterlcidal　 activity ； treatment 　 Qf 　huma11
blood　 albumin ； histopathologica正change ； urlnary 　 b藍adder

は　 じ　め　に

　最近の 抗生 物質の 開発に よ り化学療法は 非常に 進歩 し

て きた ．し か し
・
方 で は ，抗生物質に 対す る耐 性 菌の N

現等も惹 起 し，そ の 結果，臨 床 材
．
料 か らの 分離 菌 の 種 類

に も変化が み られ ，宿主 側 の 変化と も相 ま っ て 感染症自

　
＊ 1
　　本斉｛［v：）

一
部 ρま 日 本薬学会第 106 年会　（千葉 ，　1986

　　　年） に て 発 表．

　
＊2・3

艮崎 rlf 坂 本 町 7 − 1 ；7−1，　 Sakamot 
一Tnachi ，

　　　Nagasaki ，852　Japun

体大 きく変貌 し て きた よ うに 思わ れ る．特に病 院内で は

感染防御機能が 低 下 し た 状 態 に あ る患 者 （immunocom −

promised 　host） が増 加 の 傾1甸を 示 し，最近 こ れ に 発症

す る 院内感染症が大 ぎな 聞 題 とな っ て い る．その 起炎薗

と し て は ，院 内に 幅広 く分 布 し て い る弱毒蒲 の 関 与・が 注

月 さ れ て い る ．院内感染を 予 防す る た め の 一
手段 と し

て，院内環境 ， 使用器具 ， 手指等に 分布あ るい は 付着し

て い る 細菌に 対す る 消毒 が きわ め て 靂要 とな っ て お り，

消毒剤の 殺菌効果や そ の 使 用法に つ い て の 報告は す で に

数 多 くな されて い る
1’Y’Ll’12 ）．
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　今回著者らは，尿路感染症やその 予防を目的とし て 膀

胱洗浄に 使用 され る 消毒剤や抗生物質 の 殺菌効果に つ い

て ， 蛋白非共存下 な らびに 共存下 で比 較す る と と もに ，

消毒剤に よる組織傷害性に つ い て も若 干検討 を加 え 興味

ある 知見が得られ た の で報告す る．

材料および方法

　1．　各種消毒剤 と抗菌剤 の 殺 菌 力 に つ い て の 検討

　尿 路由 来 の 臨床分離株，s・azarezas，　 E ．　faecalis・
E ．

coli，　K ．　Pneumoniae，　 S．　marcescens ，　 P．　 mirabilis ，　P．

aeruginosa ，お よび C ．　 albicans を 対象 とす る と と もに ，

標準菌株と して E ．coli 　NIHJ 　JC−2 を用い た ．消毒剤

と して は グ ル コ ソ 酸 ク ロ ル ヘ キ シ ジ ン （0，01％，0，02％，

0．0460），ア ル キ ル ア リル ポ リエ P テ ル ア ル コ ール ・塩

化 ベ ン ゼ 1・ニ ウム （O．0125％ ， 0．025％ ， 0，05％）， 塩 化

ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム （0．0125％，O．02S％　 ，0．05％），ポ ビ

ド ン ヨ ー ド （O．Ol％，　O．02％，0．04％）を，また，抗生

物質と して は硫酸ポ リ ミキ シ ン B （1000　U！ml ，2000U ！

ml ，4000　U ！m1 ），ア ム ホ テ リシ ン B （0，1mg ！ml ，0，2

mg ！ml ，0．4mg ！ml ） を用い た ．

　方法は 供試菌株を ブ レ イ ン ハ ー
トイ ン フ ユ

ージ ョ ン ブ

P ス （BHI ） で
一

晩前培養後，こ れ を新 た な BHI を 用

い て 37QC で 約 4 時間振とう培養した．こ れを 3500rpm

で 10〜15分間遠心集菌し，こ の 沈澱 を生 理食塩液に 再浮

遊 し，菌量 と して 約 109CFU ！m1 に 相 当す る も の を供試

菌液と した．こ の 0．2ml を 1．8ml の 各種消毒剤に 接種

し，15秒，30秒，1分，2 分，5 分，10分間作用 さ せ た

後，そ の 10μ1 を新 た な BHI 　 2m1 に 接 種 し た ．こ れ を

37° C
，

48〜72時間培養 し た 後，菌 の 発育 の 有無を確認

した ，

　 2． 蛋白共存下で の 殺菌効果

　標準菌株の E ．coli 　NIHJ 　JC−2 を対象に ，過去に お

い て 膀胱粘 膜に 適応 の あ っ た もの は そ の 濃度 ： グ ル コ ン

酸 ク ロ ル ヘ キ シ ジ ン （O．04％）， ア ル キ ル ア リル ポ リエー

テ ル ア ル コ ール ・塩化 べ γ ゼ ト ニ ウム （0．025％），塩化

ペ ン ザ ル コ ニ ゥム （0．025％），ま た現在適応 の あ る 消毒

剤 は その 濃度 ： ポ ピ ドン ヨ ード（O．02％）， 過 マ ン ガ ン 酸

ヵ リウ ム （O．01％），ア ク リノ ール （0．Ol％）， 硫酸ポ リ ミ

キ シ ン B （2000u ！m1 ）の 殺菌効果を 人血清ア ル ブ ミ ン の

存在下で 検討 し，非存在下 での 成績 と比較した ．

　 方法は ，E ．　coli　NIHJ　JC−2 を．　BHI を 用い て 37 ° C

で 約 108CFU！ml と な る よ うに 振 と う培 養後 ，
こ れ を

350erpm で 10〜15分間 遠心集菌し，こ の 沈殿 を 10℃ Fu ！

m1 となる よ うに 生理食塩液 に 再浮遊した もの を供試菌

液と した ．人血清ア ル ブ ミ ン の 各希釈濃度 （100，50，

25，12．5，6．25，3，13，1．56，0mg ！m1 ） の 溶液を 作成

し．こ の 5ml に 上記消毒剤 の 濃度の 2 倍 に 調製 した 各

種消毒剤を 等 量 添 加 し ， 直ち に UVIVisible　 Digital

Spectrophotometer 　UVII ）EC −・40 （日本分光）を 用 い 吸

光度を測定 した （ポ ピ ドン ヨ ード ：500nm ，過マ ン ガ ン

酸 カ リ ウ ム ： 550nm ，グ ル コ ソ 酸ク P ル ヘ キ シ ジ ン ，ア

ル キ ル ア リル ポ リ エ ーテ ル ア ル コ ール ・塩化ベ ン ゼ ト ニ

ウ ム ，塩化ベ ン ザ ル コ ニウ ム ，ア ク リノ
ー

ル ，硫酸 ポ リ

ミ キ シ ン B ；630nm ）．また ，こ の 消毒剤 と人 血 清 ア ル ブ

ミ ン の 混合溶液 1．　8ml　OC，先に 調製した 供試菌液 0．2ml

を接種 した．接種 1分後に 吉村 らの 方法
e）に 準 じ，中 和

剤 を用 い て 消毒剤の 薦体に 対す る反応を停止 し，ス パ イ

ラ ル シ ス テ ム を用 い て 生菌数を測定 した．

　ま た遊離 ヨ ウ素量 は，第十
一改正 日本薬局方の ヨ ウ素

定 量 法 10）
に 準 じて 測 定 した．

　3． 組織傷害性に つ い て の検討

　 6 週齢 の ウ イ ス タ ー系雄 性 ラ ッ トを用 い て グ ル コ ン 酸

ク ロ ル ヘ キ シ ン （O．02％，0，04％），塩化 ベ ン ザ ル コ ニ ウ

ム （O，025％，O．05％），塩酸 ア ル キ ル ジ ア ミ ノ エ チ ル グ

リ シ ン （O．02％，O．04％），ボ ビ ドン ヨ P ド （0．02％，

0．04％） の 組織傷害性 を検討 した ．

　方法 は ，ラ ッ トを ペ ン トバ ル ビ タ ール で 麻酔後開腹

し，直接膀胱内に 27G 注射針付注射筒に て 消毒剤を 1ml

注 入 し た 後，い っ た ん 腹壁 を縫合 した ．2時間後に 屠殺

して 膀胱 を取 り出 し，ホ ル マ リ ン で 固定後，ヘマ トキ シ

リン ・エ オ ジ ン 染色を 施 し，顕微鏡下で 組織傷害の 程度

を 観察 し た ．

実　験 結　果

　1． 各種消毒剤と抗菌剤の殺菌力につ い て の 検討

　0．02％ の グ ル コ ン 酸ク P ル ヘキ シ ジ ン の 殺菌効果は ，

作 用 時 間 2 分 以 内で は P ．aeraginesa ，　C．　albicans お よ

び E ．coli 　NIHJ 　JC−2 に 対 して の み しか 認 め られなか

っ た が，0．04％の 濃度で は S．aecreus，
　E ．　 coli

，
　K ．　Pne−

umoniae ，　 P．廨 7σう覦5，　 P．　 aeruginosa ，　C ，　albicans ，お

よび E ．coli　NIHJ 　JC−2 の 各菌種に 対 し て ，　 f乍用時間 1

分以内で 殺菌効果が認め られた （Fig．1−A）．　 O．0125％

の ア ル キ ル ア リル ポ リ エ ーテ ル ア ル コ ール ・塩化ベ ン ゼ

ト ニ ウ ム は作用時間10分以内で P．aeruginosa
，
　 C．α1−

bicansお よび E ．　 coli 　NIHJ 　JC−2 に 対 して殺菌効果を

認め た ．また 0．025％ 以 Elの 濃度で は グ ル コ ン 酸 ク ロ ル

ヘ キ シ ジ ン の O．　02％LA上 の 場合と比較 し ， 殺菌時間の 短

縮が 認 め られ た （Fig．1−B ）．塩化ベ ン ザ ル コ ＝ウ ム は

e．0125hOの 濃度で も作用時間 2 分以内で S．　aureus ，　S．

marceseens を 除 く菌種に 対 し た殺菌効果が認 め られ た

A

｛
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（Fig．1−C ）．ポ ビ ドン ヨ
ードは 本実験に 用い た 薬剤の 中

で 最 も強 力 で，か つ 各菌種に 対 し て 嶇広い 殺菌効果を 示

し ， すべ て の 菌株に 対 し作用時間30秒以 内に そ の 殺菌効

果 が認 め られ た （Fig．1−1））．　ポ リ ミ キ シ ン B は適応1農
度 で ある 2000U ！m1 では作用時間10分以内で K ．　Pnett−

moniae お よび E ．　 eoli 　NIHJ 　JC−2 に 対 して 殺菌効果が

認 め られた （Fig．1−E）． ア ム ホ テ リ シ ン B は 適応濃度

で あ る 0．2mg ！m1 以上 の 濃度で ，作用時 「Ul　2 分以内で適

用菌種とし て 指定 されて い る C，albicans に 対 して 殺
．
菌

効果を示 し た （Fig，1−F），

　2． 蛋白共存下での 殺菌効果

　 ア ル キ ル ア リル ポ リエーテ ル ア ル コ ール ・塩 化 ベ ン ゼ

ト ニ ウ ム 及 び グ ル コ ン 酸 ク ロ ル ヘ キ シ ジ ソ は ，1000mg ！

ml の ア ル ブ ミ ン 添加で は 殺菌効果 の 低下 が認 め られ な

か っ た ．こ れに 反 しア ク リ ノ ール とポ ビ ドン ヨ ー ド は

3．13mg ！ml ，塩 酸 ア ル キ ル ジ ア ミ ノ エ チ ル グ ル シ ン ，塩

化ベ ソ ザ ル コ ニ ウ ム は112 ．5mg ！ml ，ポ リ ミキ シ ン B は

50mg ！m1 以上 の ア ル ブ ミ ン 添加 で 明 らか な殺菌効果 の

（
H

日

＼

口

隅

U）
切
ho

｝
州
冫

』国
の

　
OH600

日

O　　　O．IB　1．56　　　　3『13 鼠2512 、550

　 　 　 Conc 巳 ntration 　oE 　Hu 皿an 　Blood 　Albumin 　（皿 g／旧 1 ）

Fig，2。　The　Change 　 of 　 Bactericldal　Activities

　　　　 of 　Povidone 　Iodine（● ），
　Potassium　Per・

　　　　 manganate （劃 ），
　Benzalkonium 　Chloride

　　　　 （O ），Alkyldiaminoethylglycine　 Hydro −

　　　　 chloride 　（口），　 Acrinol（▲），　 and 　 Ply−

　　　　 nlyxin 　B （△ ）in　Various　Concentration

　 　 　　 of 　 Human 　 Blood　 Albumin

低下が 認め られ た ．な お 過
一
7 ン ガ ン 酸 カ リ ウ 蹟 よア ル ブ

ミ ン を 添加 しない 場含 で も殺菌効果が認め られ な か っ た

（Fig ．2）．

　 ま た ア ク リ ノ ール は O．78−−6．25mg 〆ml ，塩 酸ア ル キ

ル ジ ア ミ ノ エ チ ル グ リシ ン は 0，20〜1．56mg！血 1
， 塩化

ベ ン ザ ル コ ニウム は 1．56〜6．25mg！m1 ，　ア ル キ ル ア リ

ル ポ リ エ ーテ ル ア ル コ ール ・塩化ベ ン ゼ ト ニ ゥ ム は 0，78
〜3．13mg 〆ml の 範囲で ア ル ブ ミソ を添加 した際に 溶液

の 自濁が観察され た．また ポ ビ ドソ ヨ ード，過 マ ン ガ ン

酸 カ リ ウム 液の 場合に は ，ともに 0．78mg ！ml 以 上の ア

1．
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ル ブ ミ ン 添 加 ［1iiに 溶 液 の 混濁が 著 明 で あ・
） た （Fig，3）．

　ボ ビ ドン ヨ
ードの 遊闘［ヨ ウ素濃度は ア ル ブ ミ ソ 添 加

12．5rng！ml で 0．1mg！m1 とな っ た．また ア ル ブ ミ ン 添

加 6．25mg 〆ml 及 び 3．13mg ／m1 で は ，それ ぞ れ O．36

！ug ！ml ，0．39mgfml の 遊離 ヨ ウ 素の 濃度が確認 され た

（Fig．4），

　3． 組織傷害性に つ い ての 検討

　Fig．5−A に 正 常 な膀胱 の 組織を示 した 、0，04％ の グ

ル コ ン 峻 ク ロ ル ヘ キ シ ジ ン を作用 さ せ た膀胱粘膜は ，間

質部 の 浮腫が 著明で ，移行 上 皮 の 偏平化，お よ び 組織液

の 浸潤 が観察さ れた （Fig．5−B ）．0．02％の グ ル コ ン 酸ク

ロ ル ヘ キ シ ジ ン を 件用 さ せ た 膀胱粘膜 は，浮腫状 の 変化

を呈 した （Fig，5−c）．　 o．04％ の ポ ビ ドン ヨ ー ドを f乍用

させ た 膀胱粘膜 は ，問質部 の 著明な 浮腫状 の 変化が 観察

され ，移行上 皮 の 偏平化，お よ び 組織液 の 浸潤 も観 察 さ

れた （Fig．5−D ）．　 o．02％ の ポ ビ ド ソ ヨ
ードを作用させ

た 膀胱粘膜 に も浮腫状 の 変化が観察された （Fig．5−E）・

Fig．5−A ．　 Normal 　Rat　Urinary　Bladder

Flg，5−C ．　Histopathological　Change 　 of 　Rat

　　 Urinary 　 Bladder 　 Treated 　 with 　 O，02％
　 　 Chlorhexidine　 Gluconate

， t
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Fig．5−D ．　 Histopathological　Change 　 of　 Rat

　　 Urinary 　 Bladder 　 Treated 　 with 　 O．04％
　 　 PovidQne 　Iodine

　

Fig．5−B ．　 Histopathological　Change 　 of 　Rat

　　 Urhary　 Bladder　Treated 　 with 　 O．04％
　 　 Chlorhexidine　 Gluconate
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　　 Urinary 　 Bladder 　 Treated　 with 　O．02％
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Fig ．5−F．　 Histopathoiogical　Change 　of　Rat

　　 Urinary　 Bladder 　 Treated 　 with 　 O．04％
　 　 Benzalkonium 　 Chloride

Fig．5−G．　Histopathological　Change 　of　Rat
　　 Urinary　 BIadder　Treated　 with 　O．02％
　 　 BenzalkQnium 　 Chl〔〕ride

癖、

Table　1．　HistopathologicaL　Change 　 of 　Rat　Urinary 　Bladder

ControlSaline

　Solution

Disinfectants

Chlorhexidine 　G1 建 cona ヒe 　（Hibitane ）

Benzalkonium 　Chloride 　（Osvan ）

A11くyldiaminoethylglycine −

　　Hydrochloride 　（Tego −−51 ）

povidone 　工 odine 　（工sodine ）

Concentration
O ．02Z

十

十

十

0．04Z

十十

十÷

十十

Intersti ヒia1edema
，　 marked 　 　 ＋＋

　 　 　 　 moderate 　　　 十

　　　　 no 　change 　　 一
A

塩酸 ア ル キ ル ジ ア ミ ノ エ チ ル グ リシ ン 液 の 場合は グ ル コ

ン 酸 ク ロ ル ヘ キ シ ジ ン 液 と 同様な 変化が 膀胱粘映に み ら

れた ．塩化 ベ ン ザ ル コ ニウ ム 液を作用 させ た 膀胱組織に

は ，い ずれ の 濃度に おい て もほ とん ど変化が認め られ な

か っ た （Fig．5−F ，　G ）．以 Eの 結果を
一
括し て Table　 1

に 示 した．

考 察

　ノ〉回 は，膀胱 の 洗浄液と して過去に おい て 使用され る

頻度 が高か っ た もの ，お よび現在使用 され て い る 消毒剤

の 有用 性 を，蛋白の 非共存下，共存下 で の 殺菌力 ， お よ

び組織傷害性の 面 か ら比較検討を加 え た．

　1984年度 の 長崎大学医学部附属病院検査部細菌室に お

ける 尿山来の 分離菌で ，しか も
一・

般 に 起炎菌 と して 有意

と され る 105CFU！ml 以 上 の 菌量 で 分離 され た 菌種 の 分

離頻度は，E ．　coii ，　S．　marcescens ，　E．　faecalis，　R 　ne −

ruginosa ，　K ．　Pneumoniaeの 順とな っ た ．グ ラ ム 陰性の

弱毒菌 が 尿路感染症 の 起 炎菌 と して 臨床的に 主 な要因 と

考え られ る こ とか ら，こ れらを対象菌種とした ．

　また 当院薬剤部を経由す る消毒剤の 消費量を み る と，
グ ル コ ン 酸 ク ロ ル ヘ キ シ ジ ン ，ポ ビ ドン ヨ

ー
ド，ア ル キ

ル ア リル ポ リ ニ」 一テ ル ア ル コ ール 。塩化ペ ン ゼ ト ニ ウ ム

などが主 要な 薬剤で あ る．こ れ らの 消毒剤は ，過 去 に お

い て 膀 胱の 洗浄消毒に 繁用 され て い た こ とか ら，今 回 の

検討に 加え他の 薬剤と比較 した．

　 グ ル コ ン 酸 ク ロ ル ヘキ シ ジ ン ，ア ル キ ル ア リル ポ リ エ

ーテ ル ア ル コ
ール 。塩化ベ ン ゼ ト ニ ウ ム お よび 塩化 ベ ン

ザ ル コ ニ ウム な ど は 同系統 の 消毒剤で あるに もか かわ ら
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ず，こ れ ら の 閭1こ は 明らか な殺菌時間 の 差が 認 め られ

た ．こ れは 先に 述べ た よ うに ，グ ル コ ン 酸 ク ロ ル ヘ キ シ

ジ ン や ア ル キ ル ア リル ポ リ エ ーテ ル ア ル コ ール ・塩化 ベ

ン ゼ トニウ ム が長期 にわ た っ て 使用 され た た め に ，こ れ

らに 対す る耐 性菌が 出 現 した もの と推 測 され る．した が

っ て ，1種類 の 消毒剤の み を 長期間使用せ ず ， 多種類 の

消毒剤を交7冗に 使用 す る こ とな どに よ っ て，耐 性菌の 出

現 を抑制す る こ と が 可 能 性 で あ ろ う．

　今回，蛋白の 共存下 で ポ ビ ドン ヨ ードの 殺菌力 ， 溶液

の 色，遊離ヨ ウ素量 の 闘に 明確な相関関係は 認め られな

か っ た が ， 洗浄廃液の 色 が 元 の ポ ピ ド ン ヨ ード液の 色に

近 くな る まで 洗浄消毒 を 繰 り返せ ば，蛋白の 非共 存下 の

実験 で み られた よ うな強力な殺菌効果を 期待 で きる も の

と思わ れ る ．グ ル コ ン 酸 ク 卩 ル ヘ キ シ ジ ン 及び ア ル キ ル

ア リル ポ リ エ ー
テ ル ア ル コ

ール ・塩化 ベ ン ゼ ト ニ ウ ム

は， 50mg ！ml の ア ル ブ ミ ン を 添加 して も殺 菌効果 を示

して お り，使用部位 に よ っ て は 有用 な消毒剤で ある と思

われ た．また グ ル コ ン 酸ク ロ ル ヘ キ シ ジ ン を除 く界面活

性剤 とア ク リ ノ
ー

ル は ，ア ル ブ ミ ン の 添加に よ り溶液 が

白濁 した が，こ の 濁度 と殺菌効果に は 直接 の 関係 を認 め

る こ とは で き
r
なか っ た．

　組織傷害性 に 対す る実験 で 認め られた 浮腫状の 変化 に

は 濃度依存性が ある よ うに 思わ れ た ．消毒剤 の 浸透圧 の

測定も試み た が，い ずれ の 消毒剤の 浸透圧も測定限界以

下 で あ り，そ の 浸透圧 に は ほ とん ど差が ない と 思 わ れ

る ，こ の こ とか ら消毒剤に よ る組織傷害 の 程度は ， 浸透

圧の 差 に よ る もの で は な く，組織に 対す る消毒剤の 直接

的な刺激作用に よ る もの で あろ うと推察し て い る ，

　有効か つ 安全に 消毒剤を使用す る た め に は ， 殺菌効果

の み か らで は な く，消毒剤の 種類 ， 使用濃度な どに 対す

る よ り具体的な検討を，使用部位に 対す る安全性，製剤

の 安定 性，耐 性 菌に 対す る問 題 を 含め 総合的に 評 価す る

必 要が あ る と思 わ れ た ．
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導，ご 助 言 を い た だ い た 長 崎大学医学部第二 内科学 教

室 ， 神田哲郎博士 ， な らび に 消毒剤の 浸透 圧測定 に お い
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